
平成３０年春季全国火災予防運動における

本県において重点的に取り組む必要のある事項

本県においては、消防庁長官通知（平成３０年２月１日付け消防予第２４号）の別添「平成

３０年春季全国火災予防運動実施要綱」に基づき実施するとともに、本県の現状を踏まえ、重

点的に取組む必要のある事項を以下のとおり定めるものとする。各消防本部等は、これらの事

項に最大限配慮し、火災予防運動の推進に努めるものとする。

１ 住宅防火対策の推進

(1) 住宅用火災警報器の設置促進

住宅用火災警報器については、平成23年６月１日から県内の全ての住宅に設置が義務付

けられた。平成29年６月時点の推計設置率は74.7％で、前年74.2％に比べわずかに上昇し

たが、全国的には平成25年以降年々順位が下がっている。

また、平成29年の本県の住宅火災は213件で、前年181件より増加していることから、引

き続き火災警報器の設置促進に向けた取組を行っていく。

なお、既に設置された火災警報器についても、火災発生時に確実に作動するよう、定期

的な作動確認や電池の交換を行う等、各家庭において適切な管理をするよう指導していく

必要がある。

（参考）

○ 住警器推計設置率 平成29年6月1日 74.7％（全国平均：81.7％）、全国順位：41位

平成28年6月1日 74.2％（全国平均：81.2％）、全国順位：40位

平成27年6月1日 73.6％（全国平均：81.0％）、全国順位：38位

○ 出火件数 平成29年（1～12月）596件（うち住宅火災：213件）

平成28年（1～12月）640件（うち住宅火災：181件）

平成27年（1～12月）660件（うち住宅火災：194件）

(2) 高齢者の死者発生防止対策の推進

平成29年の本県の住宅火災による死者数（放火自殺者除く 速報値）は23人で、その

うち65歳以上の高齢者が14人と依然として高齢者の割合が高いことから、重点的に高齢

者宅へ防火訪問を行など、引き続き高齢者を火災から守る対策を実施していく必要があ

る。

（参考）住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く）

平成29年：23人 うち65歳以上の高齢者14人（高齢者の占める割合60.9％）

平成28年：26人 うち65歳以上の高齢者19人（高齢者の占める割合73.1％）

平成27年：20人 うち65歳以上の高齢者15人（高齢者の占める割合75.0％）



２ 消防法施行令別表第一（５）項ロ（下宿等）の防火対策に係る注意喚起等について

１月31日に北海道札幌市で発生した消防法施行令別表第一（５）項ロ（下宿）の火災では、

死者11名、負傷者３名（重症１名、中等症２名）の被害が発生した。

類似の火災による被害の発生を防止するため、下記防火対象物について、平成30年２月１

日付け消防予第26号消防庁予防課長通知のとおり注意喚起及び対応の徹底を図ること。

また、必要に応じ、建築部局及び福祉部局との情報共有及び連携を図るとともに、地域の

実情に応じ、消防団や婦人防火クラブ、介護支援専門員（ケアマネジャー）、民生委員などの

主体と連携し、住宅防火訪問の一環として実施するなど、効果的な方法での実施を図ること。

○ 対象とする防火対象物

消防法施行令別表第一（５）項ロに掲げる防火対象物（寄宿舎又は下宿に限る。）のうち、

次の条件を全て満たす防火対象物とする。

(1) 昭和50 年以前に新築されたものであること。

(2) ２階建て以上であること。

(3) 延べ面積が150㎡以上であること。

(4) 木造であること。

３ 林野火災予防対策の推進

平成29年は39件（速報値）の林野火災が発生しており、その７割以上が３～５月に発生

している。

この時季は、春を迎えての火入れの開始、入山者の増加等が見込まれることから、本年

においても引き続き、林野火災予防対策を推進する必要がある。

（参考）主な林野火災の発生状況（３～５月）

平成27年３月28日 浪江町 焼損面積：10ha 出火原因：たき火

平成28年３月30日 伊達市 焼損面積：38ha 出火原因：線香

平成28年４月３日 南相馬市 焼損面積：32ha 出火原因：炎上家屋の火の粉

平成29年４月29日 浪江町・双葉町 焼損面積：75ha 出火原因：落雷

平成29年５月８日 会津坂下町 焼損面積：10ha 出火原因：炎上家屋の火の粉

４ 地域における防火安全体制の充実

社会経済情勢の変化等から消防団員や女性防火クラブ員が減少しており、地域防火安全

体制の充実を図る必要がある。

特に、新年度を迎えるこの時期は、人事異動等により団員数等の減少が見込まれるため、

新たな団員等の確保に努めること。

（参考）県内の消防団員数及び女性防火クラブ員数

消防団員数 29.4.1：33,456人 28.4.1：33,798人 27.4.1現在：34,143人

女性防火クラブ員数 29.4.1：46,338人 28.4.1：46,704人 27.4.1現在：47,783人


